


フェアメニュー
「九州沖縄フェア」や「みちのく北海道
フェア」などそれぞれの食文化に触れる
こともできますので是非ご利用ください。
また、県大生協独自で近江牛フェアを実施することも
あります。
近江牛フェアは滋賀県の大学だからこその企画で、通常
ではあり得ない金額で近江牛を楽しむことができます！
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コロナ禍、2人からつないだ県大オケ

メンバー紹介 現在の部員は9人！※所属メンバーの一部を紹介しています。

中村　緋菜
ヴァイオリン
大学院 2 年生

環境動態学
専攻

大学から楽器を始
めた一人。多くの
支えに感謝しなが
ら、県大オケの歴
史を未来へつない
でいます。

出田 佳規
ヴァイオリン

１年生

機械システム
工学科

玉村 理奈
オーボエ

２年生

生物資源
管理学科

中尾　壮太
トロンボーン

3 年生

地域文化学科

飯田　和宮
コントラバス

3 年生

人間関係学科

松家 大悟
ヴィオラ

２年生

生物資源
管理学科

森川　愛道
チェロ
3 年生

機械システム
工学科

家族の影響で音楽
に親しみ、現在は
学生指揮者として
も活躍。部員を支
える存在として合
奏をまとめていま
す。

吹奏楽からオーケ
ストラへ。練習し
た分だけ応えてく
れるのがオーボエ
の魅力。自分らし
い表現ができるこ
とが魅力です。

大学から始めた人
も経験者も、それ
ぞれのペースで成
長できる環境。音
楽が好きな人に来
てほしいです。

中学から続けてき
たヴィオラを大学
でも続けたい。そ
の思いで入部し、
今も楽しく演奏を
続けています。

幼い頃から親しん
できた音楽。オー
ケストラでは自分
の音で表現しなが
ら、仲間と一つの
音楽をつくる楽し
さを感じています。

部長

椿 紗良
ヴィオラ

2 年生

生活栄養学科

中学から続けるコ
ン ト ラ バ ス で 入
部。初心者も経験
者も一緒に成長で
きる温かな雰囲気
が魅力です。

見学で出会った先
輩たちの人柄に惹
かれて入部。音楽
を楽しみながら、
日々成長を続けて
います。

みんなを支える部長 期待の新戦力 歴史をつなぐ存在県大オケの
ムードメーカー　

県大オケを
支える司令塔

音を楽しむ
オーボエ奏者

響きを追い求めて
県大オケへ

表現を楽しむ
若き奏者

Q & A
Q. Q. Q. 

Q. Q. 

コロナ禍、2 人だけの運営母体で。 

活動を続けられた理由 

一番苦労したこと（2 つの壁） 
① 人数不足

② 運営のノウハウ・人手不足

今の部員たちへ思うこと

第30回記念定期演奏会

今年は
ベートーヴェン
「運命」！

オケ部のいろいろ
練習スケジュール 部の雰囲気 部費 こんな人に来てほしい！ 公式 Instagram

 月・水・金
18:00 ～ 20:00 頃

日
演奏会や行事の予定に

応じて実施
※本番前は日曜練習を中心に、

集中して練習を行います。

学年を超えて
仲が良く、 

何でも相談できる 
雰囲気です。

月 2,000 円
（楽譜代・会場費など）

音楽が好きな人。
 新しいことに

挑戦したい人。 
仲間と何かを

つくりたい人！

部員たちの練習風景や活動の様子
を Instagram で発信しています。
ぜひチェックしてみてください！
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介
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先輩や仲間と支え合いながら、“県大オケ” の音を30年間つないできた。先輩や仲間と支え合いながら、“県大オケ” の音を30年間つないできた。

少人数だからこそ、少人数だからこそ、少人数だからこそ、少人数だからこそ、

　　一人ひとりが主体となって音楽をつくる。一人ひとりが主体となって音楽をつくる。

暖かい季節には、キャンパス内で
屋外演奏を行うこともあります。

湖風祭では、
ミニ演奏会や楽器体験会を通じて、
オーケストラの魅力を広く発信しています。
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メンバー紹介

ヴァイオリンヴァイオリンオーボエトロンボーンコントラバス ヴィオラチェロ

部長

ヴィオラ

みんなを支える部長 期待の新戦力 歴史をつなぐ存在県大オケの
ムードメーカー　

県大オケを
支える司令塔

音を楽しむ
オーボエ奏者

響きを追い求めて
県大オケへ

表現を楽しむ
若き奏者

部員に聞きました!　Q & A
Q. オーケストラ部の魅力は？ Q. 人数が少ないからこその

良いところは？ Q. 初心者でも大丈夫？

Q. オケ部ならではの文化は？ Q. 定期演奏会への思いは？

活動停止や運営体制の縮小など数々の困難に直面しながらも、仲間やOB・OG、地域の支え活動停止や運営体制の縮小など数々の困難に直面しながらも、仲間やOB・OG、地域の支え
を力に県大オケをつないだ中村さん。その歩みを振り返ります。

コロナ禍、2 人だけの運営母体で。 
　1 年生の頃は、コロナ禍で演奏会が中止
になるなど、ほとんど活動できない状況
でした。 2 年生になり、同期は私ともう
1 人のみ。先輩は引退し、運営の母体は 2
人だけ。 音楽系の部活経験がない私たち
にとって、演奏会の運営も楽器の演奏法
も、 部活の動かし方も、すべてが初めての
ことばかりでした。

活動を続けられた理由 
　何よりも、楽器の練習と合奏が純粋に楽しかったこと。 弦楽
器が弾ける唯一の部活で、30 年続いてきた歴史があるこの場所
を、 私の代でなくしたくないと思いました。 そして、OB・OG
の皆様、エキストラの方々、顧問の先生など、 本当に多くの方の
温かい応援と支えがあり、続けてこられたと思います。

一番苦労したこと（2 つの壁） 
① 人数不足　…オーケストラの曲を演奏するには最低 50 名は

必要ですが、人数が足りませんでした。 → OB・OG さんやエ
キストラさんなど約 40 名ほどにご協力いただき、 総勢 50 名
ほどで演奏会を開催することができました。

② 運営のノウハウ・人手不足　…先輩がおられず、運営のノウ
ハウも 0 から再構築する必要がありました。 初めは、先輩だ
からと 1 人で抱え込んでしまい、部全体が停滞してしまった
ことも。 しかし、顧問の先生の助言や後輩たちの支えもあり、 

「皆を巻き込むことの大切さ」に気づくことができました。 
人と人、顔を合わせて腹を割って話すことからしか何も始ま
らない。 自分から積極的にコミュニケーションを取るように
なりました。 そんな中でも部活を続けてくれた後輩や、見守っ
てくださった先生方に、 心から感謝しています。

今の部員たちへ思うこと
　まず何よりも「感謝」です。 私がやり残してしまった課題を、
後輩たちは 1 つずつ丁寧に解決し、部をより良い形にしてくれ
ています。本当に頼もしいです。
　この県大オケでの活動を通じて、たく
さん失敗し、周囲に助けられながら、 音
楽の楽しさや人と深く関わる大切さを学
びました。 様々な年代の卒業生や社会人
の方と関わる機会が多いことも、 この部
の大きな魅力だと思います。
　滋賀県立大学オーケ
ストラが、後輩たちに
とってこれからも、 音楽
を楽しみ、人と出会い、
失敗からも多くのこと
を学べる、 そんな温かい
場であり続けてほしい
と願っています。

第30回記念定期演奏会
2026年９月21日（月・祝） 
開場 13:00 ／ 開演 13:30 

ベートーヴェン：
交響曲第5番「運命」
シューベルト：
交響曲第7番（未完成）

ひこね市文化プラザグランドホール

今年は
ベートーヴェン
「運命」！

オケ部のいろいろ
練習スケジュール 部の雰囲気 部費 こんな人に来てほしい！ 公式 Instagram

 月・水・金

日
音楽が好きな人。

 新しいことに
挑戦したい人。 

仲間と何かを
つくりたい人！

         Report

クラブ・サークル紹
介

一人ひとりの音がしっかりと響き、そ
れぞれの個性を生かした演奏ができる
ところが魅力です。

学年関係なく意見を言いやすい！ 本音で
話し合って、 より良い演奏をつくります。

まずは自分たち
が 楽 し む こ と！ 
そ の 気 持 ち を、
聴きに来てくれ
る 人に届けたい
です。

全員の顔が見えること。 困っている人
がいたら 自然と助け合えます。

大学から始めた
部員もいます。 
や さ し く 教 え
て も ら え る の
で、 安心して来
てください！

暖かい季節には、キャンパス内で
屋外演奏を行うこともあります。

湖風祭では、
ミニ演奏会や楽器体験会を通じて、
オーケストラの魅力を広く発信しています。
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2026年1月～6月

【理系進路選択支援プログラム】
なぞ解きイベント『迷宮大学と消えたひこにゃん7』
を開催しました 県 大 topics

近江楽座「竹林GAKU」が地域団体「鳥居本T63」と
『しがのふるさと支え合いプロジェクト』 協定式に

出席しました

　令和８年１月16日（金）、滋賀県が推進する「しがのふるさと
支え合いプロジェクト」の協定式に本学の近江楽座学生団体

「竹林GAKU」と地域団体「鳥居本T63」が出席し、竹林整備や竹
林を活用した地域活性化に関する協定を締結しました。
　このプロジェクトは、人口減少や高齢化、荒廃農地の増加と
いった課題を抱える中山間地域の活性化を目的に、農村集落
と大学などが協定を締結し、農地保全活動や都市農村交流に
取り組む滋賀県の施策です。
　竹林GAKUは、犬上川沿いの竹林整備を中心に、放置竹林の
解消や景観・環境の保全に取り組んでいます。

Instagramはこちらから

滋賀県立大学 オリジナル日本酒
「湖

こ ふ う

風」のお披露目会を開催しました

WEB連載記事「県大の研究人！＜キワメビト＞～イマとコレマデとコレカラと～」

WEBサイトはこちらから

吹奏楽部が滋賀県アンサンブルコンテストで金賞、
関西大会で銀賞を受賞しました

　令和８年１月18日（日）、第54回滋賀県アンサンブルコンテ
ストの大学の部において、本学吹奏楽部サックス４重奏が金
賞を受賞しました。併せて、２月11日（水）第52回関西アンサン
ブルコンテストで銀賞を受賞しました。
　今後とも吹奏楽部にご声援をお願いいたします。

開学30周年記念
『びわ湖を歩く びわ湖と考える

滋賀まるごとフィールドガイド』を出版しました

　本学が令和7年度（2025年度）に開学30周年を迎えたこと
を記念し、環境科学部の現役・元教員および卒業生等計42名
が寄稿した記念本を令和8年2月に出版しました。
　環境科学部は、環境科学の教育・研究を行う日本で最初の学
部として、1995年4月に本学開学と同時に開設され、これまで
この分野をリードしてきています。本書は環境科学部のこれ
までの多様な活動の成果や現在の様子をわかりやすくまとめ
たものになっています。
　全国の書店およびネットでもご購入い
ただけますので、ぜひご一読ください。

環境建築デザイン学科・生活デザイン学科 学生有志
「融解するかたち」（合同展示）を開催しました

　環境建築デザイン学科と生活デザイン学科に所属する学生
有志による合同展「融解するかたち」が３月１日（日）～３月９
日(月)まで湖・Labo（コラボ）（滋賀県彦根市元町１-30）にて開
催されました。本企画は今回で６回目となり、両学科の学生が
授業内で制作した作品をブラッシュアップし、展示を行いま
した。

10/31 (土)
11/１(日) 第32回湖風祭 学生と話せば、県大がもっと見えてくる。

「在学生による大学・学科紹介」実施

湖風祭
同日開催

県大イベントガイド

出版社サイトはこちらから
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2026年1月～6月

【理系進路選択支援プログラム】
なぞ解きイベント『迷宮大学と消えたひこにゃん7』
を開催しました

　本学では理系進路選
択支援プログラム【目
指 そ う ！ 未 来 を 創 る
理系クリエイターin滋
賀】を立ち上げ、理系進
路の魅力を体感できる
イベントを行っていま
す。今回は本学にて５月23日（土）に小学５・６年生、中高生、
保護者、教員を対象に、理系的思考を体験するイベント「迷宮
大学と消えたひこにゃん７」を開催し、総勢194名の方にご参
加いただきました。 謎解きを通して「理系的な思考」を体験い

ただくことをねらいと
し、複数のチームに分か
れ、キャンパス内に散り
ばめられた数々の謎を
解き明かして、ひこ
にゃんを探す企画
を行いました。

県 大 topics

近江楽座「竹林GAKU」が地域団体「鳥居本T63」と
『しがのふるさと支え合いプロジェクト』 協定式に

出席しました

Instagramはこちらから

滋賀県立大学 オリジナル日本酒
「湖

こ ふ う

風」のお披露目会を開催しました

　課外活動団体「日本酒プロジェクト」
が、東近江市の喜多酒造株式会社、および
滋賀県立大学生協と連携して醸造に取り
組んだ日本酒「湖風（こふう）」のお披露目
会を５月22日(金)に開催しました。当日
は、喜多酒造代表による講話のほか、日本
酒の飲み比べやプロジェクトメンバーと
の意見交換会が行われました。

WEB連載記事「県大の研究人！＜キワメビト＞～イマとコレマデとコレカラと～」

本学の研究の魅力について学生と先生が語り、学生目線で綴るインタビュー形式のweb記事連載。本企画の発案者でありインタ
ビュー記事の執筆者は、工学研究科先端工学専攻の小山奈津季さんです。第７号では、井手学長の特別インタビューも掲載しています。
　研究室やゼミを選
ぶ際の参考や、県大で
学生や先生たちがど
んな研究をしている
のか皆さんに知って
いただくきっかけに
な れ ば 幸 い で す 。ぜ
ひ、ご一読ください！

WEBサイトはこちらから

吹奏楽部が滋賀県アンサンブルコンテストで金賞、
関西大会で銀賞を受賞しました

開学30周年記念
『びわ湖を歩く びわ湖と考える

滋賀まるごとフィールドガイド』を出版しました

環境建築デザイン学科・生活デザイン学科 学生有志
「融解するかたち」（合同展示）を開催しました

10/31 (土)
11/１(日) 第32回湖風祭

地域に開かれた大学祭「湖風祭」を
開催します。フリーマーケットや模
擬店をはじめ、ステージ企画や展示
など、子どもから大人まで楽
しめる催しが盛りだくさん。
秋のキャンパスで、学生と地
域がつくるにぎやかなひとと
きをお楽しみください。

学生と話せば、県大がもっと見えてくる。

「在学生による大学・学科紹介」実施

湖風祭期間中、高校1・2年生向けイベント「在学生による大学・
学科紹介」を実施します。在学生による学科別個別相談会や
キャンパス一周ツアーを通して、滋賀県立大学の学びや学生生
活を紹介します。実際に学ぶ学
生だからこそ伝えられる県大の
魅力やキャンパスライフを聞い
てみませんか。湖風祭で盛り上
がる学生たちの様子もあわせて
ご覧いただけます。

湖風祭
同日開催

Ⓒ彦根市

県大イベントガイド

出版社サイトはこちらから
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